
令和５年度シラバス（芸術）     学番７ 新潟県立新潟北高等学校  

教科(科目) 芸術（音楽Ⅰ） 単位数 ２単位 学年(コース) １学年 

使用教科書 Tutti＋（教育出版） 

副教材等   

１ 学習目標         

音楽の幅広い活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音楽、音楽文化と広く関わ 
る資質・能力を育成する。 

２ 指導の重点                  

・発声の仕方や各楽器の基本的奏法を習得させ、表現する楽しさを味わわせる。 
・自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫させる。 
・様々な音楽を演奏・鑑賞し、それぞれのよさや面白さを味わうことで音楽的視野の拡充を図る。 

３ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

・曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背

景などとの関わり及び音楽の多様性など
について理解を深めている。 
・創意工夫を生かした音楽表現をするた

めに必要な技能を身に付け、歌唱、器楽、
創作などで表している。 

音楽を形づくっている要素や要素同士の関連

を知覚し、それらの働きを感受しながら、知覚
したことと感受したこととの関わりについて
考え、どのように表すかについて表現意図をも

ったり、音楽を評価しながらよさや美しさを味
わって聴いたりしている。 

音や音楽、音楽文化と豊かに関わり主体

的・協働的に表現及び鑑賞の学習活動に
取り組もうとしている。 

４ 評価規準と評価方法 

 評価は次の観点から行います｡ 

 知識・技能 ａ 思考･判断･表現 ｂ 主体的に学習に取り組む態度ｃ 

評
価
の
観
点 

・曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景
などとの関わり及び音楽の多様性などに
ついて理解を深めようとしている。 

・創意工夫を生かした音楽表現をするため
に必要な技能を身に付け、歌唱、器楽、創
作などで表わそうとしている。 

音楽を形づくっている要素や要素同士の関 
連を知覚し、それらの働きを感受しながら 
知覚したこと感受したこととの関わりにつ 

いて考え、どのように表すかについて表現 
意図をもったり、音楽を評価したりしなが 
らよさや美しさを聴こうとしている。 

音や音楽、音楽文化と豊かに関わり体 
的・協働的に表現及び鑑賞の学習活動 
に取り組もうとしている。 

評
価
方
法 

以上の観点を踏まえ、 
・実技発表での技能や表現の分析 

・ワークシート、提出物などの内容の確認 
 
などから、評価します。 

以上の観点を踏まえ、 
・授業への取組の観察 

・実技発表での技能や表現の分析 
・ワークシート、提出物などの内容の確認 
などから、評価します。 

以上の観点を踏まえ、 
・授業や実技発表への取組の観察 

・ワークシート、提出物などの内容の
確認 
などから、評価します。 

５ 学習計画                              

学期 題材名 授業時数 学習活動(指導内容) 評価の観点 評価方法 

 

 

１ 

イタリア語で歌おう 

声の魅力を味わおう 

 

ピアノを弾いてみよう 

器楽曲を聴いてみよう 

リズムで表現しよう 

６ 

２ 

 

８ 

２ 

４ 

・歌詞の意味を理解しイメージをもって歌う 

・声の音色の特徴と表現上の効果との関わり

を感じ取って鑑賞する 

・ピアノの基本的奏法を身につける 

・いろいろな楽器の音色や特徴を感じ取る 

・音素材の特徴や反復、変化、対照などの構

成を生かしてリズム曲を創作し演奏する 

a,c 

b,c 

 

a,c 

b,c 

a,b,c 

実技発表 

ワークシート 

取組・実技発表 

ワークシート 

取組・実技発表 

 

 

 

２ 

表現を工夫して 

合唱しよう 

ギターを弾いてみよう 

日本とアジアの音楽に 

親しもう 

音階の特徴を生かして  

      つくろう 

ドイツ歌曲を歌おう 

６ 

 

６ 

６ 

 

４ 

 

６ 

・各パートの役割を意識し、表現を工夫して 

 合唱する 

・ギターの基本的奏法を身につける 

・演奏や鑑賞を通して、声や楽器の音色、旋

律の特徴、歴史的文化的背景を理解する 

・音階の特徴を生かして旋律をつくり副次的

なメロディーや和音をつける 

・ドイツ語の特徴を理解して歌唱する  

・ドイツ歌曲を鑑賞する。 

a,b,c 

 

a,c 

b,c 

 

b,c 

 

a,b,c 

授業の取組 

 

取組・実技発表 

ワークシート 

 

取組・実技発表 

取組・実技発表 

ワークシート 



 

 

３ 

ベルの響きを味わおう 

 

オーケストラを聴こう 

 

アンサンブルを 

楽しもう 

６ 

 

４ 

 

10 

 

・ベルの響きを味わいながら、協力してグル

ープ演奏する 

・様々な楽器が重なって生み出される美しさ

や壮大さを感じ取る 

・いろいろな楽器の組み合わせを生かしてア

ンサンブルする 

a,c 

 

b,c 

a,b,c 

 

取組・実技発表 

 

ワークシート 

取組・実技発表 

 

計70時間（50分授業） 
 
６ 課題･提出物等 
・表現の題材では、実技発表を行います。 
・表現と鑑賞の題材ではワークシートや課題を記入し、提出します。 

７ 担当者からの一言 

授業は、歌唱・器楽・創作・鑑賞などさまざまな活動を組み合わせて進めていきます。 
「わかる」「できる」ことは楽しいことです。少しずつ練習を積み重ねて、その喜びを味わいましょう！  

 


